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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）少なくとも１種類の有機顔料及び／又は無機顔料、
（Ｂ）下記式（Ｉ）又は（ＩＩ）で表される分散剤又は式（Ｉ）及び（ＩＩ）で表される
分散剤の混合物
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【化１】

［式中、指数ａ、ｂ及びｃはそれぞれのモノマーのモル分率を示しており、
ａは０．０１～０．８で、
ｂは０．００１～０．８で、そして
ｃは０．００１～０．８であり、
ａ＋ｂ＋ｃの合計は１であり、そして
ＡはＣ２～Ｃ４－アルキレン基であり、
ＢはＡと異なるＣ２～Ｃ４－アルキレン基であり、
Ｒは水素又はメチル基であり、
ｍは１～５００の数であり；
ｎは１～５００の数であり；
ｍ＋ｎの合計は２～１０００であり；
Ｘａは炭素原子数３～３０の芳香族又は芳香脂肪族残基であり、これらの残基は場合によ
っては１つ又は複数のヘテロ原子のＮ、Ｏ及びＳを含有し、
ＺａはＨ又はＣ１～Ｃ４－アルキル基であり、
ＺｂはＨ又はＣ１～Ｃ４－アルキル基であり、
ＺｃはＨ又はＣ１～Ｃ４－アルキル基であり、
Ｒ１は水素又はメチル基であり、
Ｘｂは炭素原子数３～３０の芳香族又は芳香脂肪族残基であり、これらの残基は場合によ
っては１つ又は複数のヘテロ原子のＮ、Ｏ及びＳを含有し、
Ｗａは酸素原子又はＮＨ基であり、
Ｒ２は水素又はメチル基であり、
Ｙは直鎖状の又は分岐しているか又は環状でもよく、ヘテロ原子のＮ、Ｏ及び／又はＳを
含有していてもよく、かつ、不飽和でもよい炭素原子数１～３０の脂肪族炭化水素残基で
あり、
Ｗｂは酸素原子又はＮＨ基である。］
（Ｃ）場合によっては湿潤剤、
（Ｄ）場合によっては他の界面活性剤及び／又は分散剤、
（Ｅ）場合によっては１種類又は複数種の有機溶剤及び／又は１種類又は複数種のヒドロ
トロピック物質、
（Ｆ）場合によっては、顔料水性分散物を製造するための別の種類の通常の添加物及び
（Ｇ）水
を含有する顔料水性調製物。
【請求項２】
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５～８０重量％の成分（Ａ）を含有する、請求項１に記載の顔料調製物。
【請求項３】
０．１～３０重量％の成分（Ｂ）を含有する、請求項１又は２に記載の顔料調製物。
【請求項４】
成分（Ａ）～（Ｇ）がそれぞれ顔料調製物の総重量を基準として以下の組成であることを
特徴とする、請求項１～３のいずれか一つに記載の顔料調製物：
（Ａ）５～８０重量％、
（Ｂ）０．１～３０重量％、
（Ｃ）０～１０重量％。
（Ｄ）０～２０重量％、
（Ｅ）０～３０重量％、
（Ｆ）０～２０重量％、
（Ｇ）残量の水
【請求項５】
成分（Ａ）～（Ｇ）がそれぞれ顔料調製物の総重量を基準として以下の組成であることを
特徴とする、請求項１～４のいずれか一つに記載の顔料調製物：
（Ａ）１０～７０重量％、
（Ｂ）２～１５重量％、
（Ｃ）０．１～５重量％、
（Ｄ）１～１０重量％、
（Ｅ）５～２０重量％、
（Ｆ）０．１～５重量％、
（Ｇ）残量の水
【請求項６】
成分（Ａ）の有機顔料がモノアゾ顔料、ジアゾ顔料、レーキ化アゾ顔料、β－ナフトール
顔料、ナフトールＡＳ顔料、ベンズイミダゾロン顔料、ジスアゾ縮合顔料、アゾ金属錯塩
顔料又は、フタロシアニン顔料、キナクリドン顔料、ペリレン顔料、ペリノン顔料、チオ
インジゴ顔料、アンタントロン顔料、アントラキノン顔料、フラバントロン顔料、インダ
トロン顔料、イソバイオラントロン顔料、ピラントロン顔料、ジオキサジン顔料、キノフ
タロン顔料、イソインドリノン顔料、イソインドリン顔料及びジケトピロロピロール顔料
の群から選ばれた多環式顔料又はカーボンブラックである、請求項１～５のいずれか一つ
に記載の顔料調製物。
【請求項７】
成分（Ｂ）中にアルキレンオキサイド単位（Ａ－Ｏ）ｍ及び（Ｂ－Ｏ）ｎがブロック状に
配置されている、請求項１～６のいずれか一つに記載の顔料調製物。
【請求項８】
成分（Ｂ）において（Ａ－Ｏ）ｍがプロピレンオキサイド単位でありそして（Ｂ－Ｏ）ｎ

がエチレンオキサイド単位であるか又は（Ａ－Ｏ）ｍがエチレンオキサイド単位でありそ
して（Ｂ－Ｏ）ｎがプロピレンオキサイド単位であり、エチレンオキサイド単位のモル分
率がエチレンオキサイド単位とプロピレンオキサイド単位との合計を基準として５０～９
８％である、請求項１～７のいずれか一つに記載の顔料調製物。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか一つに記載の顔料調製物を製造する方法において、粉末、顆粒又
は水性プレスケーキ状物の状態の成分（Ａ）を水（Ｇ）並びに成分（Ｂ）の存在下に及び
場合によっては成分（Ｃ）及び（Ｄ）も存在するもとで分散させ、次いで場合によっては
水（Ｇ）並びに場合によっては成分（Ｅ）及び（Ｆ）の１種類又は複数種を混入しそして
場合によっては得られる顔料水性分散物を水（Ｇ）で希釈するか又は
成分（Ｂ）を予めに装填しそして場合によっては成分（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）及び（Ｆ）
の１種類又は複数種を最初に混入均一化し、次いで成分（Ａ）を予め装填された混合物中
に導入し、そのときに該成分（Ａ）がペースト化し始めており、かつ、予め分散されてい
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ることを特徴とする、上記方法。
【請求項１０】
請求項１～８のいずれか一つに記載の顔料調製物の、天然又は合成材料の着色のための使
用。
【請求項１１】
水性塗料、分散及びワニス着色剤、水希釈性ワニス、壁紙着色剤及び印刷インクの着色の
ための請求項１０に記載の使用。
【請求項１２】
天然及び合成繊維材料、セルロース繊維の着色、紙パルプの着色、積層体の着色及び印刷
インク、インクジェットインク、電子写真トナー、粉末塗料、カラーフィルター、電子イ
ンク及び“電子ペーパー”、カラーフィルター、木材防腐系、ビスコース原液着色剤、ソ
ーセージケーシング、種子製品、肥料、ガラス瓶の製造及び屋根板の着色、漆喰、コンク
リート、木材着色剤、有色鉛筆心、フェルトペン、ワックス、パラフィン、グラフィック
インク、ボールペン用ペースト、チョーク、洗剤及び浄化剤、靴手入れ用剤、ラテックス
製品、摩耗剤の着色及びプラスチックの着色のための、請求項１０に記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分散剤として新規の非イオン性ポリマーを含有する顔料水性調製物並びにそ
れの天然及び合成材料の着色への使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水性媒体中で顔料を分散させるためには一般に分散剤が必要とされる。該分散剤はアニ
オン系、カチオン系、両性又は中性の構造であってもよい。これらは、重合したモノマー
がランダム、交互、ブロック状、くし形又は星型の構造に配置されて形成された低分子量
又は高分子量ポリマーでもよい。
【０００３】
　特に市場で重要なのは、例えば分散物の着色及びワニス着色剤、塗料、被覆剤及び印刷
インクの着色に使用され並びに紙、厚紙及び繊維材料を着色するのに使用される顔料濃厚
物を製造するときに顔料を分散させるための分散剤である。
【０００４】
　従来技術には、配列されたポリマー構造を有する顔料調製物も開示されている。それら
の例には、ヨーロッパ特許出願公開第１，２９３，５２３号明細書、ドイツ特許出願公開
第１０　２００５　０１２　３１５号明細書及びヨーロッパ特許出願公開第１，７２１，
９４１号明細書がある。
【０００５】
　しかしながら従来、過去に使用されていた非イオン性ノボラック分散剤に、その性能に
おいて欠点を伴うことなしに代替することに成功していない。通例のノボラック分散剤は
それの製造プロセスの結果として残留するアルキルフェノール、しばしばノニルフェノー
ル、及びそれのエトキシレート化物を含有している。アルキルフェノールエトキシレート
或いはそれの分解生成物は環境において殆ど分解しないので、富化してしまう。このこと
は、これらが水性生物にホルモン効果を示すので問題である。それ故に多くの国において
は、アルキルフェノール或いはそれのエトキシル化物を含有する物質を使用することを制
限するか又は禁止する法律が導入されている（例えば２００３／５３／ＥＣ）。
【０００６】
　従来の研究では、非イオン性のノボラック系と同等の分散剤を合成することが依然とし
て極めて困難であることが判っている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　従って有機顔料を４０％以上の高濃度で低粘度に分散されることができる新規の分散剤
が要求されている。分散物は容易に製造できなければならない。すなわち、顔料を容易に
湿潤することができそして水性媒体中に容易に混入できなければならない。分散物は数年
の期間にわたって安定のままである高濃度で再現性のある色濃度を有していなければなら
ない。同様に他のあらゆる色関連パラメータ、例えば色相角及び色度に再現性がありそし
て安定しているべきである。分散物は泡立たず或いは使用媒体中で泡を発生させず又は泡
立ち速度を早めるべきでない。更に分散剤は種々の使用媒体中の分散物に広く相容性があ
るべきである。さらに、分散物は剪断安定性がなければならない。すなわち、剪断の下で
色濃度又は色調が著しく変化してはならない。
【課題を解決するための手段】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　驚くべきことに本発明者は、ポリエチレン／ポリプロピレン－グリコール－モノ（メタ
）アクリル酸エステルよりなる巨大モノマーから製造される特別な非イオンコポリマーが
前記課題を解決しそして非イオンノボラック系に、分散剤としてのその性能において代わ
り得ることを見出した。
【０００９】
　本発明の対象は、
（Ａ）少なくとも１種類の有機顔料及び／又は無機顔料、
（Ｂ）下記式（Ｉ）又は（ＩＩ）で表される分散剤又は式（Ｉ）及び（ＩＩ）で表される
分散剤の混合物
【００１０】
【化１】

［式中、指数ａ、ｂ及びｃはそれぞれのモノマーのモル分率を示しており、
ａは０．０１～０．８で、
ｂは０．００１～０．８で、そして
ｃは０．００１～０．８であり、
ａ＋ｂ＋ｃの合計は１であり、そして特に好ましくは
ａは０．１～０．７で、
ｂは０．１～０．６で、そして
ｃは０．１～０．６であり、
ａ＋ｂ＋ｃの合計は１であり、
ＡはＣ２～Ｃ４－アルキレン基であり、
ＢはＡと異なるＣ２～Ｃ４－アルキレン基であり、
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Ｒは水素又はメチル基であり、
ｍは１～５００、特に１～５０の数であり；
ｎは１～５００、特に１～５０の数であり；
ｍ＋ｎの合計は２～１０００であり；
Ｘａは場合によっては１つ又は複数のヘテロ原子のＮ、Ｏ及びＳを含有する炭素原子数３
～３０の芳香族又は芳香脂肪族残基であり、
ＺａはＨ又はＣ１～Ｃ４－アルキル基であり、
ＺｂはＨ又はＣ１～Ｃ４－アルキル基であり、
ＺｃはＨ又はＣ１～Ｃ４－アルキル基であり、
Ｒ１は水素又はメチル基であり、
Ｘｂは場合によっては１つ又は複数のヘテロ原子のＮ、Ｏ及びＳを含有する炭素原子数３
～３０の芳香族又は芳香脂肪族残基であり、
Ｗａは酸素原子又はＮＨ基であり、
Ｒ２は水素又はメチル基であり、
Ｙは直鎖状の又は分岐しているか又は環状でもよく、ヘテロ原子のＮ、Ｏ及び／又はＳを
含有していてもよく、かつ、不飽和でもよい炭素原子数１～３０、殊に６～３０、特に９
～２０の脂肪族炭化水素残基であり、
Ｗｂは酸素原子又はＮＨ基である。］
（Ｃ）場合によっては湿潤剤、
（Ｄ）場合によっては他の界面活性剤及び／又は分散剤、
（Ｅ）場合によっては１種類又は複数種の有機溶剤及び／又は１種類又は複数種のヒドロ
トロピック物質、
（Ｆ）場合によっては、顔料水性分散物を製造するための別の種類の通常の添加物及び
（Ｇ）水
を含有する顔料水性調製物に関する。
【００１１】
　特に有利な顔料調製物は５～８０重量％、例えば１０～７０重量％の成分（Ａ）を含有
する。
【００１２】
　特に有利な顔料調製物は０．１～３０重量％、例えば２～１５重量％の成分（Ｂ）を含
有する。
【００１３】
　特に有利な顔料調製物は、各成分をそれぞれ顔料調製物の総重量（１００重量％）を基
準として
（Ａ）５～８０重量％、例えば１０～７０重量％
（Ｂ）０．１～３０重量％、例えば２～１５重量％
（Ｃ）０～１０重量％、例えば０．１～５重量％
（Ｄ）０～２０重量％、例えば１～１０重量％
（Ｅ）０～３０重量％、例えば５～２０重量％
（Ｆ）０～２０重量％、例えば０．１～５重量％
（Ｇ）残量の水
含有する。
【００１４】
　成分（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）及び（Ｆ）の１種類又は複数種が存在する場合には、それ
らの最少濃度は互いに無関係に有利には顔料調製物の全重量を基準として少なくとも０．
０１重量％、特に有利には少なくとも０．１重量％である。
【００１５】
　本発明の顔料調製物の成分（Ａ）は微粉化された有機又は無機顔料又は異なる有機及び
／又は無機顔料の混合物である。成分（Ａ）は、特定の溶剤に溶解しておりそして他の溶
剤中では顔料特性を示す染料であってもよい。顔料は乾燥した粉末の状態でも水で湿った
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プレスケーキ状物としても使用することができる。
【００１６】
　有機顔料としてはモノアゾ顔料、ジアゾ顔料、レーキ化アゾ顔料、β－ナフトール顔料
、ナフトールＡＳ顔料、ベンズイミダゾロン顔料、ジスアゾ縮合顔料、アゾ金属錯塩顔料
及び、フタロシアニン顔料、キナクリドン顔料、ペリレン顔料、ペリノン顔料、チオイン
ジゴ顔料、アンタントロン顔料、アントラキノン顔料、フラバントロン顔料、インダトロ
ン顔料、イソバイオラントロン顔料、ピラントロン顔料、ジオキサジン顔料、キノフタロ
ン顔料、イソインドリノン顔料、イソインドリン顔料及びジケトピロロピロール顔料の様
な多環式顔料又はカーボンブラックがある。
【００１７】
　上記の有機顔料の内、調製物を製造するのにできるだけ微細であるものが特に適してお
り、特に顔料粒子の９５％、中でも９９％が≦５００ｎｍの粒度を有するのが有利である
。
【００１８】
　個々では特に有利な有機顔料の選択例としてはカーボンブラック顔料、例えばランプ又
はファーネスカーボンブラック；モノアゾ及びジスアゾ顔料、特にカラーインデックス顔
料ではピグメントイエロー１、ピグメントイエロー３、ピグメントイエロー１２、ピグメ
ントイエロー１３、ピグメントイエロー１４、ピグメントイエロー１６、ピグメントイエ
ロー１７、ピグメントイエロー７３、ピグメントイエロー７４、ピグメントイエロー８１
、ピグメントイエロー８３、ピグメントイエロー８７、ピグメントイエロー９７、ピグメ
ントイエロー１１１、ピグメントイエロー１２６、ピグメントイエロー１２７、ピグメン
トイエロー１２８、ピグメントイエロー１５５、ピグメントイエロー１７４、ピグメント
イエロー１７６、ピグメントイエロー１９１、ピグメントイエロー２１３、ピグメントイ
エロー２１４、 ピグメントイエロー２１９、ピグメントレッド３８、ピグメントレッド
１４４、ピグメントレッド２１４、ピグメントレッド２４２、ピグメントレッド２６２、
ピグメントレッド２６６、ピグメントレッド２６９、ピグメントレッド２７４、ピグメン
トオレンジ１３、ピグメントオレンジ３４、ピグメントブラウン４１；β－ナフトール顔
料及びナフトールＡＳ顔料、特にカラーインデックス顔料ではピグメントレッド２、ピグ
メントレッド３、ピグメントレッド４、ピグメントレッド５、ピグメントレッド９、ピグ
メントレッド１２、ピグメントレッド１４、ピグメントレッド５３：１、ピグメントレッ
ド１２２、ピグメントレッド１４６、ピグメントレッド１４７、ピグメントレッド１７０
、ピグメントレッド１８４、ピグメントレッド１８７、ピグメントレッド１８８、ピグメ
ントレッド２１０、ピグメントレッド２４７、ピグメントレッド２５３、ピグメントレッ
ド２５６、ピグメントオレンジ５、ピグメントオレンジ３８又はピグメントブラウン１；
レーキ化アゾ顔料及び金属錯塩顔料、特にカラーインデックス顔料ではピグメントレッド
４８：２、ピグメントレッド４８：３、ピグメントレッド４８：４、ピグメントレッド５
７：１、ピグメントレッド２５７、ピグメントオレンジ６８、ピグメントオレンジ７０；
ベンズイミダゾーリン顔料、特にカラーインデックス顔料ではピグメントイエロー１２０
、ピグメントイエロー１５１、ピグメントイエロー１５４、ピグメントイエロー１７５、
ピグメントイエロー１８０、ピグメントイエロー１８１、ピグメントイエロー１９４、ピ
グメントレッド１７５、ピグメントレッド１７６、ピグメントレッド１８５、ピグメント
レッド２０８、ピグメントバイオレット３２、ピグメントオレンジ３６、ピグメントオレ
ンジ６２、ピグメントオレンジ７２又はピグメントブラウン２５；イソインドリノン顔料
及びイソインドリン顔料、特にカラーインデックス顔料ではピグメントイエロー１３９又
はピグメントイエロー１７３；フタロシアニン顔料、特にカラーインデックス顔料ではピ
グメントブルー１５、ピグメントブルー１５：１、
ピグメントブルー１５：２、ピグメントブルー１５：３、ピグメントブルー１５：４、ピ
グメントブルー１５：６、ピグメントブルー１６、ピグメントグリーン７又はピグメント
グリーン３６；アンタントロン顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン顔料、ジオキサ
ジン顔料、インダトロン顔料、ペリレン顔料、ペリノン顔料及びチオインジゴ顔料、特に
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カラーインデックス顔料ではピグメントイエロー１９６、ピグメントレッド１２２、ピグ
メントレッド１４９、ピグメントレッド１６８、ピグメントレッド１７７、ピグメントレ
ッド１７９、ピグメントレッド１８１、ピグメントレッド２０７、ピグメントレッド２０
９、ピグメントレッド２６３、ピグメントブルー６０、ピグメントバイオレット１９、ピ
グメントバイオレット２３又はピグメントオレンジ４３；トリアリールカルボニウム顔料
、特にカラーインデックス顔料ではピグメントレッド１６９、ピグメントブルー５６又は
ピグメントブルー６１；ジケトピロロピロール顔料、特にカラーインデックス顔料ではピ
グメントレッド２５４、ピグメントレッド２５５、ピグメントレッド２６４、ピグメント
レッド２７０、ピグメントレッド２７２、ピグメントオレンジ７１、ピグメントオレンジ
７３、ピグメントオレンジ８１が挙げられる。
【００１９】
　さらにレーキ化染料、例えばスルホン酸基及び／又はカルボン酸基含有染料のＣａ、Ｍ
ｇ、Ａｌ－レーキ化物も適している。
【００２０】
　適する無機顔料には例えば二酸化チタン、硫化亜鉛、酸化亜鉛、鉄酸化物、マグネタイ
ト、マグネシウム鉄酸化物、クロム酸化物、ウルトラマリンブルー、コバルト酸化物、ニ
ッケル又はクロム－アンチモン－チタン酸化物、マンガン－チタン－ルチル、コバルト酸
化物、コバルトとアルミニウムの混合酸化物、ルチル混合相顔料、希土類の硫化物、コバ
ルトとニッケル及び亜鉛とのスピンネル、鉄及びクロムをベースとする、銅、亜鉛並びに
マンガンとのスピンネル、ビスマス－バナジウム塩並びにブレンド顔料、特にカラーイン
デックス顔料ではピグメントイエロー１８４、ピグメントイエロー５３、ピグメントイエ
ロー４２、ピグメントイエローブラウン２４、ピグメントレッド１０１、ピグメントブル
ー２８、ピグメントブルー３６、ピグメントグリーン５０、ピグメントグリーン１７、ピ
グメントブラック１１、ピグメントブラック３３並びにピグメントホワイト６が使用され
る。しばしば無機顔料の混合物も有利に使用される。有機顔料と無機顔料との混合物も同
様にしばしば使用される。
【００２１】
　顔料分散物の代わりに、固体として例えば天然の微細鉱石、鉱物、難溶性又は不溶性塩
、ワックス又は合成樹脂粒子、染料、作物保護剤、害虫駆除剤、紫外線吸収剤、明色化剤
及び重合安定剤を含有する分散物も製造される。
【００２２】
　成分（Ｂ）として新しい種類の特別な非イオンコポリマーが分散剤として使用される。
このコポリマーは１０3ｇ／ｍｏｌ～１０9ｇ／ｍｏｌ、特に１０3ｇ／ｍｏｌ～１０7ｇ／
ｍｏｌ、中でも１０3ｇ／ｍｏｌ～１０5ｇ／ｍｏｌの分子量を有している。
【００２３】
　このポリマーは、式(I)又は（ＩＩ）中の［　］ｃ、［　］ｂ及び［　］ａ内に記載の
残基に相当するモノマーをラジカル重合することによって製造される。製造方法はドイツ
特許出願公開第１０　２００７　０２１　８６８号明細書に記載されている。
【００２４】
　特に有利な一つの実施態様においては、（Ａ－Ｏ）mがプロピレンオキサイド単位であ
りそして（Ｂ－Ｏ）nがエチレンオキサイド単位であるか又は（Ａ－Ｏ）mがエチレンオキ
サイド単位でありそして（Ｂ－Ｏ）nがプロピレンオキサイド単位であり、エチレンオキ
サイド単位のモル分率がエチレンオキサイド単位とプロピレンオキサイド単位との合計を
基準として５０～９８％、殊に６０～９５％、特に７０～９５％である。
【００２５】
　アルキレンオキサイド単位の合計は原則としてｎ＋ｍ＝２～１，０００、殊に２～５０
０、特に２～１００、中でも５～１００である。本発明のポリマーが示す本質的な性質は
、ポリマーのポリアルキレングリコール側鎖が純粋のポリエチレングリコール又はポリプ
ロピレングリコールでないことである。その代わりに該ポリアルキレングリコールはポリ
プロピレンオキサイド単位とエチレンオキサイド単位とよりなるランダムな又はブロック
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状のポリアルキレングリコールである。このＥＯ／ＰＯ－比の微調整が、低粘度で高濃度
の顔料分散物を製造するのに適するポリマー分散剤を初めて可能とした。芳香族及び脂肪
族モノマー［　］b及び［　］cとの組合せにおけるモノマー［　］aのＥＯ／ＰＯ－分の
最適な比によって、ノボラックの様な分散剤の性質を、非常に類似する性質プロフィール
が得られるように生じさせることに成功した。［　］b群のモノマーには例えばアクリル
酸及びメタクリル酸の以下のエステル及びアミドが属する。すなわち、アクリル酸及びメ
タクリル酸のフェニル、ベンジル、トルイル、２－フェノキシエチル、フェネチルエステ
ル及びアミド。他のモノマーにはビニル芳香族モノマー、例えばスチレン及びそれの誘導
体、例えばビニルトルエン、α－メチルスチレンがある。芳香族単位にはヘテロ芳香族化
合物、例えば１－ビニルイミダゾールも該当する。
【００２６】
　［　］b群の特に有利なモノマーは、スチレン、１－ビニルイミダゾール、ベンジルメ
タクリレート、２－フェノキシエチルメタクリレート及びフェネチルメタクリレートがあ
る。
【００２７】
　［　］c群のモノマーには例えばアクリル酸及びメタクリル酸の以下のエステル及びア
ミドが属する：アクリル酸及びメタクリル酸のメチル、エチル、プロピル、イソプロピル
、ｎ－ブチル、イソブチル、第三ブチル、ペンチル、ヘキシル、２－エチルヘキシル、３
，３－ジメチルブチル、ヘプチル、オクチル、イソオクチル、ノニル、ラウリル、セチル
、ステアリル、ベヘニル、シクロヘキシル、トリメチルシクロヘキシル、第三ブチルシク
ロヘキシル、ボルニル、イソボルニル、アダマンチル、（２，２－ジメチル－１－メチル
）プロピル、シクロペンチル、４－エチル－シクロヘキシル、２－エトキシエチル－テト
ラヒドロフルフリル及びテトラヒドロピラニルエステル又はアミド。
【００２８】
　［　］c群の特に有利なモノマーには例えばアクリル酸及びメタクリル酸の以下のアル
キルエステル及びアルキルアミドが属する：アクリル酸及びメタクリル酸のメチル、エチ
ル、プロピル、ブチル、イソブチル、２－エトキシエチル、ミリスチル、オクタデシル、
特に２－エチルヘキシル及びラウリルエステル又はアミド。
【００２９】
　成分（Ｃ）としては顔料を湿潤させる例えばカチオン性、アニオン性、両性又は非イオ
ン性化合物（湿潤剤）が使用される。
【００３０】
　本発明の顔料調製物の成分（Ｄ）としては、顔料水性分散物の製造に適する通例の分散
剤及び界面活性剤又はこれらの物質の混合物が役立つ。一般にアニオン性、カチオン性、
両性又は非イオン性界面活性化合物がこの目的のために使用される。それらの中でも、１
つ以上の中位の鎖長の又は長鎖の炭化水素鎖を持ち、その一部が芳香族環基を有している
分散剤が特に有利であることが判っている。多くの化合物の内でもここに一つの選択例を
記載するが、本発明の化合物の利用性はこの例に限定されない。例えばアルキルスルファ
ート、例えばラウリルスルファート、ステアリルスルファート又はオクタデシルスルファ
ート、第一アルキルスルホナート、例えばドデシルスルホナート及び第二アルキルスルホ
ナート、特にＣ13～Ｃ17－アルカンスルホン酸ナトリウム、アルキルホスホナート、アル
キルベンゼンスルホナート、例えばドデシルベンゼンスルホン酸、並びにこれらの化合物
のあらゆる塩がある。さらに大豆レシチンが適しており又は脂肪酸とタウリン又はヒドロ
キシエタンスルホン酸との縮合生成物も有用であり、アルキルフェノール、ひまし油－コ
ロホニウムエステル、脂肪アルコール、脂肪アミン類、脂肪酸及び脂肪酸アミドのアルコ
キシル化生成物も有用であり、これらのアルコキシル化生成物はイオン性末端基を有して
いてもよく、例えばスルホコハク酸半エステル又はスルホン酸、硫酸及びリン酸エステル
、並びにそれらの塩、スルホナート、スルファート又はホスファートでもよい。ポリエポ
キシドとアミン類又はビスフェノールＡ或いはビスフェノールＡ誘導体とアミン類との反
応によって得られるオキシアルキル化付加化合物も尿素誘導体と同様に適している。
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【００３１】
　場合によっては置換されたスチレンが場合によっては置換されたフェノール類に付加し
そしてエチレンオキサイド及び／又はプロピレンオキサイドと反応することによって得ら
れる非イオン化アルコキシル化スチレン－フェノール縮合物もそれのイオン変性された誘
導体、例えばスルホン酸エステル、硫酸エステル及びリン酸エステル並びにそれらの塩、
スルホナート、スルファート又はホスファートも同様に適している。さらに、界面活性化
合物としてリグニンスルホナート及びナフタリンスルホン酸とホルムアルデヒドとの重縮
合物或いはアルキルアリールスルホン酸、ハロゲン化アリールスルホン酸、スルホン化フ
ェノール類又はスルホン化ナフトールとホルムアルデヒドとの重縮合物も適する。
【００３２】
　成分（Ｅ）は有機溶剤又は水溶性ヒドロトロピック物質に相当する。場合によっては溶
剤としても役立つか又はオリゴマー又はポリマーの性状であるヒドロトロピック化合物に
は、例えばホルムアミド、尿素、テトラメチル尿素、ε－カプロラクタム、エチレングリ
コール、プロピレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリ
エチレングリコール、α－メチル－ω－ヒドロキシポリエチレングリコールエーテル、ジ
メチルポリエチレングリコールエーテル、ジプロピレングリコール、ポリプロピレングリ
コール、ジメチルポリプロピレングリコールエーテル、エチレングリコール及びプロピレ
ングリコールよりなるコポリマー、ブチルグリコール、メチルセルロース、グリセリンジ
グリセリン、ポリグリセリン、Ｎ－メチルピロリドン、１，３－ジエチル－２－イミダゾ
リジノン、チオジグリコール、ベンゼンスルホン酸ナトリウム、キシレンスルホン酸ナト
リウム、トルエンスルホン酸ナトリウム、クモールスルホン酸ナトリウム、ドデシルスル
ホン酸ナトリウム、安息香酸ナトリウム、サリチル酸ナトリウム、ブチルモノグリコール
硫酸ナトリウム、セルロース誘導体、ゼラチン誘導体、ポリビニルピロリドン、ポリビニ
ルアルコール、ポリビニルイミダゾール、及びビニルピロリドン、酢酸ビニル及びビニル
イミダゾールのコポリマー及びターポリマーがあり、ビニルアセテート単位を持つこれら
ポリマーは次いでビニルアルコールに鹸化されてもよい。
【００３３】
　成分（Ｆ）としては例えば増粘剤、保存剤、粘度安定剤、粉砕助剤及び充填剤を使用す
る。他の通例の添加物には沈降防止剤、光安定剤、酸化防止剤、脱気剤／消泡剤、泡立ち
低減剤、凝結防止剤並びに粘度及び流動性を改善する剤もある。粘度を調整するための剤
としては例えばポリビニルアルコール及びセルロース誘導体が適する。水溶性の天然又は
合成樹脂並びに造膜剤あるいはバインダーとしてのポリマーが接着性及び耐摩耗性を改善
するために適している。ｐＨ調整剤としては有機又は無機塩基及び酸を使用する。特に有
利な有機塩基はアミン、例えばエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノール
アミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルエタンノールアミン、ジイソプロピルアミン、アミノメチルプ
ロパノール又はジメチルアミノメチルプロパノールである。特に有利な無機塩基は水酸化
ナトリム、水酸化カリウム、水酸化リチウム又はアンモニアである。成分（Ｆ）には植物
性及び動物性の脂肪及び油も相当し、例えば牛脂、パーム核脂肪、ココナッツ油脂、菜種
油、ひまわり油、亜麻仁油、パーム油、大豆油、ピーナッツ油及び鯨油、綿実油、コーン
オイル、ケシ油、オリーブ油、ヒマシ油、菜種油、べにばな油、大豆油、アザミ油、ひま
わり油、ニシン油、鰯油がある。慣用の添加物には飽和及び不飽和の高級脂肪酸、例えば
パルミチン酸、サイプリル酸（cyprylic acid)、カプリン酸、ミリスチン酸、ラウリン酸
、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、カプロン酸、カプリル酸、アラ
キン酸、ベヘン酸、パルミトーレイン酸、ガドレイン酸、エルカ酸及びリシノール酸並び
にこれらの塩もある。
【００３４】
　顔料調製物を製造するのに使用される成分（Ｇ）としての水には、有利には脱塩水又は
蒸留水を使用する。飲料水（水道水）及び／又は天然の水も利用することができる。
【００３５】
　本発明の対象は、本発明の顔料調製物を製造する方法において、粉末、顆粒又は水性プ



(11) JP 5525440 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

レスケーキ状物の状態の成分（Ａ）を水（Ｇ）並びに成分（Ｂ）の存在下に及び場合によ
っては成分（Ｃ）及び（Ｄ）も存在するもとで分散させ、次いで場合によっては水（Ｇ）
並びに場合によっては成分（Ｅ）及び（Ｆ）の１種類又は複数種を混入しそして場合によ
っては得られる顔料水性分散物を水（Ｇ）で希釈することを特徴とする、上記方法に関す
る。成分（Ｂ）及び場合によっては成分（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）及び（Ｆ）の１種類又は
複数種を最初に混入均一化し、次いで成分（Ａ）を予め装填された混合物中に導入し、そ
のときに該成分（Ａ）がペースト化し始めており、かつ、予め分散されているのが有利で
ある。成分（Ａ）の粒子のテクスチャー次第で次いで冷却下に粉砕又は分散装置によって
細かく分散させるか又は細かく散らす。この目的のためには攪拌装置、ディソルバー（鋸
刃付き攪拌機）、回転子―固定子付きミル、ボールミル、攪拌媒体式ミル、例えばサンド
ミル及びビーズミル、高速ミキサー、ニーダー、ロールスタンド又は高性能ビーズミルが
利用される。成分（Ａ）の微細分散或いは粉砕は所望の粒度分布まで行い、しかも０～１
００℃の範囲内の温度で、有利には１０～７０℃の温度で、中でも２０～６０℃の温度で
行うことができる。微細分散に続いて顔料調製物を水（Ｇ）、好ましくは脱塩水又は蒸留
水でさらに希釈する。
【００３６】
　本発明の顔料調製物は、あらゆる種類の天然又は合成材料の着色のために適しており、
特に水性塗料、分散物及びワニス着色剤（エマルジョンワニス）に適している。さらに本
発明の顔料調製物はあらゆる種類の巨大分子材料、例えば天然及び合成繊維材料、特にセ
ルロース繊維の着色、紙パルプの着色、積層体の着色にも適している。他の用途には、印
刷インク、例えば繊維製品のプリント、フレキソ印刷、凹版印刷、壁紙着色、水希釈性被
覆剤、木材防腐系、ビスコース原液着色剤、粉末塗料を含めたワニス、ソーセージケーシ
ング、種子、肥料、ガラス、特にガラス瓶の製造及び屋根板の着色、漆喰、コンクリート
、木材着色剤、有色鉛筆心、フェルトペン、ワックス、パラフィン、グラフィックインク
、ボールペン用ペースト、チョーク、洗剤及び浄化剤、靴手入れ用剤、ラテックス製品、
摩耗剤の着色及びプラスチック又はあらゆる種類の高分子材料の着色がある。高分子有機
材料には例えばセルロースエーテル及び－エステル、例えばエチルセルロース、ニトロセ
ルロース、セルロースアセテート又はセルロースブチラート、天然樹脂又は合成樹脂、例
えば重合樹脂又は縮合樹脂、例えばアミノプラスト、特に尿素－及びメラミンホルムアル
デヒド樹脂、アルキッド樹脂、アクリル樹脂、フェノールプラスト、ポリカーボネート、
ポリオレフィン、例えばポリスチレン、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリプロピレン
、ポリアクリルニトリル、ポリアクリル酸エステル、ポリアミド、ポリウレタン又はポリ
エステル、ゴム、カゼイン、ラテックス、シリコーン、シリコーン樹脂のそれぞれ又は相
互の混合物がある。
【００３７】
　さらに本発明の顔料調製物は、あらゆる慣用のインクジェットインク、特にバブルジェ
ット又はピエゾ法をベースとするもので使用するための印刷インクを製造するのに適して
いる。この印刷インクを用いて紙に印刷することができ、並びに天然又は合成繊維材料、
フィルム及び合成樹脂にも印刷できる。さらに本発明の顔料調製物は色々な種類の塗工又
は非塗工基体材料に印刷するために用いることができ、例えば板紙、厚紙、木材及び木製
材料、金属材料、半導体材料、セラミック材料、ガラス、ガラス及びセラミック繊維、無
機材料、コンクリート、皮革、食品、化粧料、皮膚及び髪にも使用することができる。こ
れらの基体材料は二次元的に平らでも又は空間的に広がっていてもよい。すなわち、三次
元の構造でもよく、全体的に又は部分的に印刷又は被覆されてもよい。
【００３８】
　本発明の顔料調製物は更に電子写真トナーの着色剤及び顕色剤として、例えば一成分又
は二成分粉末トナー（一成分又は二成分顕色剤とも称する）、磁気トナー、液体トナー、
ラテックストナー、重合トナー並びに特殊トナーとして適している。この場合、典型的な
トナーバインダーは付加重合樹脂、重付加樹脂及び重縮合樹脂、例えばスチレン－、スチ
レン－アクリレート－、スチレン－ブタジエン－、アクリレート－、ポリエステル－、フ
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ェノール－エポキシ樹脂、ポリスルホン、ポリウレタンのそれぞれ又はそれらの組合せ、
並びに別の内容物質、例えば電荷制御剤、ワックス又は流動性助剤を含有しているか又は
後でこれらの添加物で変性されるポリエチレン及びポリプロピレンがある。
【００３９】
　さらに本発明の顔料調製物は着色剤として液状インク、殊にインクジェット用インク、
例えば水性又は非水性ベース（溶剤ベース）のもの、マイクロエマルジョン、紫外線硬化
性インク並びにホットメルト法に従って官能化されるインクでも適している。
【００４０】
　さらに本発明の顔料調製剤は“フラット・パネル・ディスプレー”のための、加色法だ
けでなく減色法のための“カラーフィルター”用着色剤として、更にフォトレジストのた
めの並びに電子インク（“電子インク”或いは“ｅ－インク”又は電子ペーパ（“電子ペ
ーパー”或いは“ｅ－ペーパー”）のための着色剤としても使用することができる。
【００４１】
　実施例：
分散剤（Ｂ）の製造：
　合成例１：
　攪拌機、還流冷却機、内部温度計及び窒素導入管を備えたフラスコ中で、２５８ｇのポ
リアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：７５０、ＥＯ／ＰＯ－モル比６．
３）、１３６．４ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、７１．６ｇのスチレン及び１
６．５ｇの１－ドデカンチオールを６６０ｍＬの第三ブタノール中に窒素導入下に最初に
装入する。 次いで攪拌下に８０℃の温度に加熱する。この反応温度に達した後に１６．
５ｇの開始剤ＡＭＢＮを、１３０ｍＬのイソブタノールに溶解した状態で１時間の間に配
量供給する。次いで更に５時間、この温度で攪拌する。室温に冷却した後に溶剤を減圧下
に除去する。
【００４２】
　後記の合成例も合成例１と同様に以下の原料の使用下に実施する：
　合成例２：
　２１０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：３５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比１．７）、７９．２ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、４１．６ｇのス
チレン。
【００４３】
　合成例３：
　２５８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：７５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比６．３）、８７．５ｇのラウリルメタクリレート、３５．８ｇのスチレン。
【００４４】
　合成例４：
　２１０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：３５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比１．７）、１０１．６ｇのラウリルメタクリレート、４１．６ｇのスチレン。
【００４５】
　合成例５：
　３６３ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：１，１００、ＥＯ
／ＰＯ－モル比１０．２、第三ブタノール中７０％濃度）、１１７．３ｇのラウリルメタ
クリレート、４８．０ｇのスチレン。
【００４６】
　合成例６：
　４５２ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：２，０００、ＥＯ
／ＰＯ－モル比２０．５、第三ブタノール中７０％濃度）、８０．４ｇのラウリルメタク
リレート、３２．９ｇのスチレン。
【００４７】
　合成例７：
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　２１０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：３５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比１．７）、２０２．８ｇのステアリルメタクリレート、６２．４ｇのスチレン
。
【００４８】
　合成例８：
　２５８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：７５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比６．３）、３８．２ｇのイソボルニルメタクリレート、３０．３ｇのベンジル
メタクリレート。
【００４９】
　合成例９：
　３６３ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：１，１００、ＥＯ
／ＰＯ－モル比１０．２、第三ブタノール中７０％濃度）、３９．３ｇのテトラヒドロフ
ルフリルメタクリレート、８７．８ｇのフェニルエチルメタクリレート。
【００５０】
　合成例１０：
　４５２ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：２，０００、ＥＯ
／ＰＯ－モル比２０．５、第三ブタノール中７０％濃度）、２５．０ｇの２－エトキシエ
チルメタクリレート、２９．７ｇの１－ビニルイミダゾール。
【００５１】
　合成例１１：
　２１０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：３５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比１．７）、６９．０ｇのラウリルアクリレート、５２．８ｇのベンジルメタク
リレート。
【００５２】
　合成例１２：
　２５８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：７５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比６．３）、３８．２ｇの１－ビニル－２－ピロリドン、１０７．３ｇのスチレ
ン。
【００５３】
　合成例１３：
　４５２ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：２，０００、ＥＯ
／ＰＯ－モル比２０．５、第三ブタノール中７０％濃度）、３１．３ｇの２－エトキシエ
チルメタクリレート、２７．８ｇのベンジルメタクリレート。
【００５４】
　合成例１４：
　３６３ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：１，１００、ＥＯ
／ＰＯ－モル比１０．２、第三ブタノール中７０％濃度）、５８．７ｇのラウリルメタク
リレート、４３．９ｇのフェニルエチルメタクリレート。
【００５５】
　合成例１５：
　２５８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：７５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比６．３）、１１６．３ｇのステアリルメタクリレート、７０．９ｇの２－フェ
ノキシエチルメタクリレート。
【００５６】
　合成例１６：
　２１０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：３５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比０．４３）、７２．０ｇのラウリルアクリレート、５２．８ｇのベンジルメタ
クリレート。
【００５７】
　合成例１７：
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　２５８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：７５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比０．２２）、８７．５ｇのラウリルアクリレート、３５．８ｇのスチレン。
【００５８】
　合成例１８：
　３６３ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：１，１００、ＥＯ
／ＰＯ－モル比０．３０、第三ブタノール中７０％濃度）、５８．７ｇのラウリルメタク
リレート、４３．９ｇのフェニルエチルメタクリレート。
【００５９】
　合成例１９：
　３８８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：７５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比６．３）、６８．２ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、３５．８ｇのス
チレン。
【００６０】
　合成例２０：
　５１７ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：７５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比６．３）、６８．２ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、３５．８ｇのス
チレン。
【００６１】
　合成例２１：
　２８０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：３５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比１．７）、７９．２ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、４１．６ｇのス
チレン。
【００６２】
　合成例２２：
　３８７ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：７５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比６．３）、８７．５ｇのラウリルメタクリレート、３５．８ｇのスチレン。
【００６３】
　合成例２３：
　２６７ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（分子量：３５０、ＥＯ／Ｐ
Ｏ－モル比１．７）、１０１．６ｇのラウリルメタクリレート、４１．６ｇのスチレン。
【００６４】
　比較合成例１：
　ドイツ特許出願公開第１０　２００５　０１９　３８４号明細書、実施例１に従うコポ
リマー。
【００６５】
　温度計、窒素引き込み口並びに集中冷却器を備えた１Ｌの三口フラスコ中に２９１．８
ｇのスチレン、６０３．３ｇのメタクリル酸並びに２０９．８ｇのメトキシポリエチレン
グリコールメタクリレート（１，０００ｇ／ｍｏｌ）（ＭＰＥＧ　１０００ＭＡ）（水中
５０％濃度）を攪拌下にテトラヒドロフランに溶解する。次いで３０．２ｇのジベンゾイ
ルペルオキシド（水 中７５％濃度）を添加しそしてフラスコ内容物を弱い窒素流の下で
６５℃に加温する。この混合物を還流下に１８時間加熱する。その後にほぼ室温に冷ます
。強力な攪拌下に回分的に７３．７５ｇのＮａＯＨ並びに１．２５Ｌの脱イオン水を添加
する。フラスコ内容物が再び溶解した後に、テトラヒドロフラン、水並びに未反応スチレ
ンを減圧下に留去する。この場合、圧力は、混合物の温度が４０℃を越えないように選択
する。濃縮されたポリマー溶液を約３３重量％の固形分含有量に水で調整する。
【００６６】
　顔料調製物の製造：
　顔料を、粉末、顆粒として又はプレスケーキ状物として分散剤及び他の添加物と一緒に
脱イオン水中で混練し、次いでAE3-M1タイプのディソルバー(製造元:VMAGetzmann GmbH社
)又は他の適当な装置を用いて均一化しそして予備分散させる。続く微細分散をビーズミ
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ル（例えばVMAGetzmann GmbH社のAE3-M1）又は他の適当な分散装置によって行う。そのと
きサイズｄ＝１ｍｍのシリクワルザイト（siliquartzite ）ビーズ又はジルコニウム混合
酸化物ビーズを用いて冷却下に所望の色濃度及び色調が得られるまで粉砕する。その後に
分散物を脱イオン水で所望の顔料濃度に調整し、粉砕媒体を分離除去しそして顔料調製物
を分離する。
【００６７】
   以下の実施例に記載の顔料調製物は、既に説明した方法に従って製造されるが、その
とき各成分は、１００部の顔料調製物がそれぞれに生じるように各実施例に記載した量で
使用される。以下の実施例において部は重量部を意味する。
【００６８】
　顔料調製物の評価：
　色濃度及び色調の測定はＤＩＮ　５５９８６に従って行った。“擦過試験”のために分
散塗料又はワニスを顔料分散物との混合後にペイントカードに塗布する。次いでペイント
カードの下部を指で擦る。擦った領域が後処理されていない隣接の領域よりも高濃度であ
るか又は輝いている場合には不適合である（“擦過試験”はドイツ特許出願公開第２，６
３８，９４６号明細書に説明されている。）。色濃度及び着色するべき媒体との適合性を
６つの異なる白色分散物を用いて測定した:
１．白色分散物Ａ（屋外用塗料、水性ベース、２０％ＴｉＯ2濃度）
２．白色分散物Ｂ（屋外用塗料、水性ベース、１３．４％ＴｉＯ2濃度）
３．白色分散物Ｃ（屋外用塗料、水性ベース、２２．６％ＴｉＯ2濃度）
４．白色分散物Ｄ（屋外用塗料、水性ベース、バインダー：ポリシロキサンエマルジョン
、ＴｉＯ2、タルク、炭酸カルシウム）
５．白色分散物Ｅ（屋内用塗料、水性ベース、溶剤及び可塑剤不含のポリマー分散物、低
発光、ＴｉＯ2、炭酸カルシウム）
６．白色分散物Ｆ（屋内用塗料、水性ベース、ポリアクリレート、ＴｉＯ2、炭酸カルシ
ウム）
　粘度はHaake社の円錐平板粘度計（Roto Visco 1）を用いて２０℃で測定した（チタン
性円錐：(φ６０ｍｍ、１°）。その際に粘度と剪断速度とが０～２００ｓ-1の範囲内の
関係において試験した。６０ｓ-1の剪断速度で粘度を測定した。
【００６９】
　分散物の貯蔵安定性を評価するために粘度を調製物の製造直後並びに５０℃で４週間貯
蔵した後に測定した。
【００７０】
　剪断安定性及び泡立ち挙動を、２％に希釈した調製物を市販の調理用混合機（Braun MX
32）を用いて高速回転で攪拌した後観察した。調製物が剪断安定性であればあるほど、剪
断処理分散物と剪断未処理分散物との比較で剪断後の色濃度の低下が僅かである。ミキサ
ーのスイッチを切った後の泡挙動を観察した。
【００７１】
　以下の実施例に記載の顔料調製物は、既に説明した方法に従って製造されているが、そ
のとき以下の各成分は、１００部の顔料調製物がそれぞれに生じるように各実施例に記載
した量で使用される。以下の実施例において部は重量部を意味する。
【実施例１】
【００７２】
５０．０部の成分（Ａ）　Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５
７．０部の成分（Ｂ）　合成例１９に相当する分散剤
２．０部の成分（Ｃ）　湿潤剤
８．０部の成分（Ｅ）　エチレングリコール
０．２部の成分（Ｆ）　保存剤
残量の成分（Ｇ）　　　水
　この顔料調製物は常に濃い色濃度を有しそして安定している。６つの白色分散物Ａ～Ｆ
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中に、容易に分散しながら非常に良好に導入できる。いずれの場合も擦過試験で、擦り領
域と未擦り領域との比較で色濃度に相違が無かった。調製物は、２８日間、５０℃で貯蔵
した後でも未だ良好な流動性があるので、良好な流動性で貯蔵安定性があることが判った
。製造後の粘度は６４２ｍＰａ．ｓである。この調製物は剪断安定性がありそして泡立た
ない。
【実施例２】
【００７３】
４５．０部の成分（Ａ）　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１１２
８．０部の成分（Ｂ）　合成例２３に相当する分散剤
１．０部の成分（Ｃ）　湿潤剤
１０．０部の成分（Ｅ）　ポリプロピレングリコール
０．２部の成分（Ｆ）　保存剤
残量の成分（Ｇ）　　　水
　この顔料調製物は常に濃い色濃度を有しそして安定している。６つの白色分散物中に、
容易に分散しながら非常に良好に導入できる。６つの場合に、擦過試験で、擦り領域と未
擦り領域との比較で色濃度に相違が無かった。調製物は、２８日間、５０℃で貯蔵した後
でも未だ良好な流動性があるので、良好な流動性で貯蔵安定性があることが判った。製造
後の粘度は２７８ｍＰａ．ｓである。この調製物は剪断安定性がありそして泡立たない。
【実施例３】
【００７４】
６５．０部の成分（Ａ）　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー４２
４．０部の成分（Ｂ）　合成例１１に相当する分散剤
１．０部の成分（Ｃ）　湿潤剤
１５．０部の成分（Ｅ）　プロピレングリコール
０．２部の成分（Ｆ）　保存剤
残量の成分（Ｇ）　　　水
　この顔料調製物は常に濃い色濃度を有しそして安定している。５つの白色分散物中に、
容易に分散しながら非常に良好に導入できる。第６の白色分散物の場合には導入しに難か
ったが、均一にすることができた。擦過試験で、６つの場合に、擦り領域と未擦り領域と
の比較で色濃度に相違が無かった。調製物は、２８日間、５０℃で貯蔵した後でも未だ良
好な流動性があるので、良好な流動性で貯蔵安定性があることが判った。製造後の粘度は
１，７６５ｍＰａ．ｓである。この調製物は剪断安定性がありそして泡立たない。
【実施例４】
【００７５】
４０．０部の成分（Ａ）　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１６８
１２．０部の成分（Ｂ）　合成例１８の式（ＩＩ）に相当する分散剤
２０．０部の成分（Ｅ）　エチレングリコール
０．２部の成分（Ｆ）　保存剤
残量の成分（Ｇ）　　　水
　この顔料調製物は常に濃い色濃度を有しそして安定している。６つの全ての白色分散物
中に、容易に分散しながら非常に良好に導入できる。擦過試験で、６つの場合に、擦り領
域と未擦り領域との比較で色濃度に相違が無かった。調製物は、２８日間、５０℃で貯蔵
した後でも未だ良好な流動性があるので、良好な流動性で貯蔵安定性があることが判った
。製造後の粘度は８９４ｍＰａ．ｓである。この調製物は剪断安定性がありそして泡立た
ない。
【実施例５】
【００７６】
４０．０部の成分（Ａ）　Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７
６．５部の成分（Ｂ）　合成例２１に相当する分散剤
残量の成分（Ｇ）　　　水
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　この顔料調製物は常に濃い色濃度を有しそして安定している。６つの全ての白色分散物
中に、容易に分散しながら非常に良好に導入できる。擦過試験で、６つの場合に、擦り領
域と未擦り領域との比較で色濃度に相違が無かった。調製物は、２８日間、５０℃で貯蔵
した後でも未だ良好な流動性があるので、良好な流動性で貯蔵安定性があることが判った
。製造後の粘度は４８３ｍＰａ．ｓである。この調製物は剪断安定性がありそして泡立た
ない。
【実施例６】
【００７７】
５０．０部の成分（Ａ）　Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７
７．５部の成分（Ｂ）　　合成例２に相当する分散剤
１５．０部の成分（Ｅ）　プロピレングリコール
０．２部の成分（Ｆ）　保存剤
残量の成分（Ｇ）　　　水
　この顔料調製物は常に濃い色濃度を有しそして凝集安定性がある。６つの全ての白色分
散物中に、容易に分散しながら非常に良好に導入できる。擦過試験で、６つの場合に、擦
り領域と未擦り領域との比較で色濃度に相違が無かった。調製物は、２８日間、５０℃で
貯蔵した後でも未だ良好な流動性があるので、良好な流動性で貯蔵安定性があることが判
った。製造後の粘度は６６９ｍＰａ．ｓである。この調製物は剪断安定性がありそして泡
立たない。
【００７８】
　比較例：
４５．０部の成分（Ａ）　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１１２
８．０部の成分（Ｂ）　比較合成例１に基づく分散剤
１．３部の成分（Ｃ）　湿潤剤
１０．０部の成分（Ｅ）プロピレングリコール
０．２部の成分（Ｆ）　保存剤
３５．５部の成分（Ｇ）水
　この顔料調製物は白色分散物Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅにおいてのみ濃い色濃度を有している。白
色分散物Ｄ及びＦにおいては色濃度は８５或いは９０％である。分散物系Ｄ及びＦは顕著
な擦過を示し、Ｂでは僅かな擦過が確認できる。この分散物は５０℃で２８日の貯蔵の後
に固化したので、十分な貯蔵安定性がない。
【００７９】
　顔料調製物に関する他の例を後記の表に示す。それぞれ４０％濃度の顔料調製物を以下
の処方でピグメントイエロー８３をベースとして製造する。
４０．０部の成分（Ａ）　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー８３
１０．０部の成分（Ｂ）　表に記載するような合成例から式（Ｉ）又は（ＩＩ）　　　に
相応する分散剤
１．０部の成分（Ｃ）　湿潤剤
１０．０部の成分（Ｅ）プロピレングリコール
０．２部の成分（Ｆ）　保存剤
残量の成分（Ｇ）　　　水。
【００８０】
　表中の文字Ａ～Ｆは試験した白色分散物を示す記号である。ＦＳは色濃度の略字である
。
【００８１】
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